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『
魏
略
』
の
撰
者
、
魚
豢
の
思
想 

柳
川 

順
子 

 

は
じ
め
に 

  

『
三
国
志
』
裴
松
之
注
に
引
く
諸
文
献
の
中
で
も
最
多
を
占
め
る
『
魏
略
』（

一
一
）

は
、
三
国
魏
の
魚
豢
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た

私
撰
の
歴
史
書
で
あ
る
。『
隋
書
』
経
籍
志
の
史
部
・
雑
史
類
に
「
典
略
八
十
九
巻
、
魏
郎
中
魚
豢
撰
」
と
記
録
さ
れ
る
『
典
略
』
の
内
の
、

現
代
史
を
扱
っ
た
三
十
八
も
し
く
は
三
十
九
巻
が
『
魏
略
』
に
相
当
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
二
）

。
完
本
は
伝
存
し
な
い
が
、
本
来
は
本

紀
・
志
・
列
伝
か
ら
成
る
紀
伝
体
、
い
わ
ば
正
史
の
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
た
ら
し
い

（
三
）

。
一
方
、
魚
豢
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
未
詳
で
あ
る
。
前
掲
の
『
隋
書
』
経
籍
志
に
、『
典
略
』
の
著
者
と
し
て
魏
の
郎
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
付
記
さ
れ
、
唐
代
の
歴
史
家
劉

知
幾
（
六
六
一
―
七
二
一
）
の
『
史
通
』
外
篇
「
古
今
正
史
」
に
、
京
兆
（
陝
西
省
西
安
市
の
北
西
）
の
人
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
以
外
は
、
自
身
が
歴
史
書
に
そ
の
伝
を
記
さ
れ
る
こ
と
も
な
く

（
四
）

、
そ
の
著
書
も
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
の
乙
部
史
録
・
正
史
類
に
「
魏

略
三
十
八
巻
」
、
同
雑
史
類
に
「
典
略
五
十
巻
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
の
を
最
後
に
、
完
本
の
消
息
を
断
っ
て
し
ま
っ
た
、
今
で
は
ほ
と
ん

ど
無
名
の
歴
史
家
で
あ
る
。
こ
の
魚
豢
と
い
う
人
物
の
思
想
を
、
そ
の
著
書
『
魏
略
』
の
記
述
内
容
や
編
集
態
度
を
通
し
て
蘇
ら
せ
よ
う

と
い
う
の
が
本
稿
の
目
論
見
で
あ
る
。 

 

『
魏
略
』
に
は
、
陳
寿
の
『
三
国
志
』
本
文
に
も
、
裴
注
に
引
く
他
の
文
献
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
記
述
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
本
書
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は
そ
の
断
片
か
ら
も
特
徴
的
な
編
目
構
成
を
取
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
、
時
に
は
魚
豢
そ
の
人
が
前
面
に
出
て
き
て

熱
く
語
り
始
め
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
は
魚
豢
の
私
的
著
作
物
で
は
な
く
、
当
代
の
王
朝
を
対
象
と
し
た
紀
伝
体
の

歴
史
書
で
あ
る
。
す
る
と
、
も
し
か
し
た
ら
彼
は
、
個
人
に
よ
る
正
史
『
魏
略
』
の
編
纂
と
い
う
営
為
を
通
し
て
、
何
ら
か
の
強
い
思
い

を
後
世
に
書
き
残
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
て
、
魚
豢
の
『
魏
略
』
に
注
目
し
始
め
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
の
『
魏
略
』
研
究
は
、
今
の
と
こ
ろ
管
見
の
及
ぶ
範
囲
内
で
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い

（
五
）

。
本
稿
は
、
『
魏
略
』
と
い
う
歴
史

書
を
、
事
実
究
明
の
た
め
の
資
料
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
を
ひ
と
つ
の
著
作
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

一 

  

先
に
、『
魏
略
』
は
私
撰
の
歴
史
書
で
あ
る
と
述
べ
た
。
で
は
、
魚
豢
は
な
ぜ
個
人
の
立
場
か
ら
国
史
を
編
纂
し
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
先
に
も
触
れ
た
劉
知
幾
の
『
史
通
』
外
篇
「
古
今
正
史
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
示
唆
に
富
む
記
述
が
見
え
て

い
る
。 魏

史
、
黄
初
・
太
和
中
、
始
命
尚
書
衛
覬
・
繆
襲
、
草
創
紀
伝
、
累
載
不
成
。
又
命
侍
中
韋
誕
・
応
璩
、
秘
書
監
王
沈
、
大
将
軍
従

事
中
郎
阮
籍
、
司
徒
右
長
史
孫
該
、
司
隷
校
尉
傅
玄
等
、
復
共
撰
定
。
其
後
王
沈
独
就
其
業
、
勒
成
魏
書
四
十
四
巻
。
其
書
多
為
時

諱
、
殊
非
実
録
。 

魏
史
は
、
黄
初
・
太
和
中
に
、
始
め
尚
書
の
衛
覬
・
繆
襲
に
命
じ
て
紀
伝
を
草
創
せ
し
め
し
が
、
載
を
累
ぬ
る
も
成
ら
ず
。
又
た

侍
中
の
韋
誕
・
応
璩
、
秘
書
監
の
王
沈
、
大
将
軍
従
事
中
郎
の
阮
籍
、
司
徒
右
長
史
の
孫
該
、
司
隷
校
尉
の
傅
玄
等
に
命
じ
て
、

復
た
共
に
撰
定
せ
し
む
。
其
の
後 

王
沈 

独
り
其
の
業
に
就
き
、
『
魏
書
』
四
十
四
巻
を
勒
成
す
。
其
の
書
は
多
く
時
諱
を
為
し
、
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殊
に
実
録
に
は
非
ず
。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
魏
の
王
朝
史
は
次
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
成
っ
た
と
い
う
。
魏
の
文
帝
曹
丕
が
治
め
た
黄
初
年
間
（
二
二
〇
―
二
二
六
）
、

及
び
明
帝
曹
叡
の
太
和
年
間
（
二
二
七
―
二
三
三
）
中
の
こ
と
、
最
初
、
衛
覬
・
繆
襲
の
両
名
に
紀
伝
体
の
歴
史
書
編
纂
を
開
始
す
る
よ

う
命
が
下
っ
た
が
、
何
年
た
っ
て
も
出
来
上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、
重
ね
て
韋
誕
・
応
璩
・
王
沈
・
阮
籍
・
孫
該
・
傅
玄
等
に
、
国
史
の

共
同
撰
定
が
命
ぜ
ら
れ
た

（
六
）

。
そ
の
後
、
王
沈
が
単
独
で
こ
の
事
業
に
就
き
、
『
魏
書
』
四
十
四
巻
（
『
隋
書
』
経
籍
志
に
は
四
十
八
巻
と

記
す
）
を
完
成
さ
せ
た
が
、
そ
れ
は
、
王
朝
に
差
し
障
り
の
あ
る
時
事
を
多
く
忌
避
す
る
、
と
て
も
実
録
と
は
呼
べ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
。
な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
は
、
唐
の
貞
観
二
十
二
年
（
六
四
八
）
に
成
っ
た
『
晋
書
』
巻
三
十
九
・
王
沈
伝
に
も
、
次
の

よ
う
な
記
述
が
見
え
て
い
る
。 

正
元
中
、
遷
散
騎
常
侍
・
侍
中
、
典
著
作
。
与
荀
顗
・
阮
籍
共
撰
魏
書
、
多
為
時
諱
、
未
若
陳
寿
之
実
録
也
。 

正
元
中
、
散
騎
常
侍
・
侍
中
に
遷
り
、
著
作
を
典
る
。
荀
顗
・
阮
籍
と
共
に
『
魏
書
』
を
撰
す
る
も
、
多
く
時
諱
を
為
し
、
未
だ

陳
寿
の
実
録
に
若
か
ざ
る
な
り
。 

こ
の
記
事
は
、
前
掲
の
『
史
通
』
と
の
間
に
若
干
の
食
い
違
い
が
あ
る
が
、
正
元
年
間
（
二
五
四
―
二
五
六
）
に
成
っ
た
王
沈
主
編
の
『
魏

書
』
を
、
実
録
に
は
程
遠
い
と
酷
評
し
て
い
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
『
晋
書
』
と
『
史
通
』
と
で
は
、
前
者
の
方
が
先
行
す
る
資
料
で

は
あ
る
の
だ
が
（
『
史
通
』
は
七
一
〇
年
に
一
応
の
成
立
）
、
史
官
と
し
て
宮
中
の
善
本
を
閲
覧
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
劉
知
幾
の
眼
識
を

信
頼
し
て

（
七
）

、
こ
こ
は
『
史
通
』
の
記
述
内
容
に
沿
っ
て
論
を
進
め
よ
う
。 

 

さ
て
、
魏
朝
は
二
度
に
わ
た
っ
て
国
史
編
纂
の
勅
命
を
下
し
、
当
代
を
代
表
す
る
知
識
人
た
ち
を
一
堂
に
集
め
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ

の
事
業
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
な
ぜ
最
後
に
は
王
沈
一
人
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
。
そ

の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
『
魏
書
』
を
評
す
る
「
多
為
時
諱
」
の
一
言
に
帰
着
し
よ
う
。
推
し
測
る
に
、
当
時
の
魏
王
朝
内
部
に
は
、
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歴
史
家
が
歴
史
家
た
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
空
気
が
充
満
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
心
あ
る
文
筆
家
た
ち
は
、
事

実
を
事
実
と
し
て
記
せ
な
い
歴
史
書
の
編
纂
に
は
ど
う
し
て
も
積
極
的
に
関
わ
る
気
に
は
な
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
膠
着
し
た
状
況
の
中
で
、

最
終
的
に
は
王
沈
が
ほ
ぼ
単
独
で
と
り
ま
と
め
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

歴
史
家
た
ち
の
内
情
は
と
も
か
く
、
事
実
と
し
て
こ
の
よ
う
に
魏
朝
の
国
史
編
纂
が
難
航
し
て
い
た
同
じ
時
期
、
個
人
的
な
立
場
で
密

か
に
歴
史
書
を
編
ん
で
い
た
の
が
魚
豢
で
あ
る
。
前
掲
の
『
史
通
』
は
、
先
の
王
沈
『
魏
書
』
に
関
す
る
記
述
に
続
い
て
、
呉
史
の
編
纂
、

更
に
西
晋
の
陳
寿
『
三
国
志
』
へ
と
論
じ
至
っ
た
後
、「
先
是
魏
時
京
兆
魚
豢
私
撰
魏
略
、
事
止
明
帝
（
是
に
先
ん
じ
て
魏
の
時 

京
兆
の

魚
豢 

私
ひ
そ
か

に
『
魏
略
』
を
撰
す
る
も
、
事
は
明
帝
に
止
ま
る
）
」
と
述
べ
て
、
後
に
『
三
国
志
』
裴
松
之
注
に
流
れ
込
む
、
三
国
時
代
に
関

す
る
後
続
の
諸
史
料
の
は
じ
め
に
こ
の
書
を
置
い
て
い
る
。 

 

魏
朝
に
仕
え
る
身
で
あ
る
以
上
、
魚
豢
は
当
然
、
王
朝
内
で
『
魏
書
』
等
の
編
纂
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
な
の
に
、
敢
え
て
重
ね
て
私
撰
の
国
史
を
編
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
魚
豢
の
内
部
に
、
勅
撰
の
国
史
と
は
異

な
る
独
自
の
ス
タ
ン
ス
で
、
当
代
の
史
実
を
書
き
記
し
て
お
き
た
い
と
願
う
強
い
動
機
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
彼
の
思
想
内
容
は

以
下
の
章
で
詳
し
く
考
察
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
事
実
を
正
確
に
記
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
を
明
言
す
る
例
を
二
三
挙
げ

て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
卞
太
后
（
文
帝
曹
丕
の
母
）
の
甥
、
卞
蘭
の
死
因
に
つ
い
て
、
明
帝
曹
叡
（
曹
丕
の
子
）
が
勧
め
る
水
療
法
を
拒

絶
し
て
病
を
悪
化
さ
せ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
で
、
魚
豢
は
わ
ざ
わ
ざ
「
故
時
人
見
蘭
好
直
言
、
謂
帝
面
折
之
、
而
蘭
自
殺
、

其
実
不
然
（
故
に
時
人
は
蘭
の
好
ん
で
直
言
す
る
を
見
て
、
帝
之
を
面
折
し
、
而
し
て
蘭
自
殺
せ
り
と
謂
ふ
も
、
其
の
実
は
然
ら
ず
）
」

と
記
し
、
世
間
の
誤
解
を
解
こ
う
と
い
う
自
身
の
意
思
を
付
記
し
て
い
る
（
『
三
国
志
』
巻
五
・
卞
皇
后
伝
裴
注
所
引
『
魏
略
』
）
。
ま

た
、
明
帝
の
後
継
者
と
な
っ
た
斉
王
曹
芳
と
密
議
を
重
ね
て
い
た
李
豊
が
、
司
馬
師
に
そ
の
内
容
を
白
状
す
る
よ
う
迫
ら
れ
な
が
ら
も
事

実
を
告
げ
ず
、
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
に
、
「
其
の
事
は
秘
な
り
」
と
記
し
、
こ
こ
に
機
密
事
項
を
敢
え
て
書
き
留
め
る
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の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
（
同
巻
九
・
夏
侯
玄
伝
裴
注
所
引
『
魏
略
』
）
。
こ
の
よ
う
に
撰
者
の
立
ち
位
置
に
ま
で
言
及
す
る
記
述

は
、
当
代
の
官
撰
の
歴
史
書
に
は
不
可
能
な
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

た
だ
し
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
補
記
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
津
田
資
久
氏
が
夙
に
指
摘
し
て
い
る
と
お
り

（
八
）

、
魚
豢
は
『
魏

略
』
編
纂
に
当
た
っ
て
、
国
史
の
依
拠
し
た
原
資
料
に
触
れ
る
機
会
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
、
前
掲
の
『
史

通
』
に
記
さ
れ
た
、
国
史
編
纂
者
の
一
人
韋
誕
（
一
七
九
―
二
五
三
）
と
の
間
に
た
し
か
な
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

『
三
国
志
』
巻
二
十
一
・
王
粲
伝
の
裴
松
之
注
に
、『
典
略
』
二
条
を
引
い
た
後
に
載
せ
る
魚
豢
自
身
の
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
に
よ
っ
て

知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
戦
国
時
代
の
魯
仲
連
や
前
漢
の
鄒
陽
と
い
っ
た
言
葉
の
達
人
た
ち
を
挙
げ
、
当
代
の
王
粲
・
繁
欽
・
阮
瑀
・

陳
琳
・
路
粋
ら
の
文
章
を
、
先
人
に
引
け
を
取
ら
ぬ
出
来
だ
と
称
賛
し
た
上
で
、「
余
又
窃
怪
其
不
甚
見
用
、
以
問
大
鴻
臚
卿
韋
仲
将
（
余

は
又
た
窃
か
に
其
の
甚
だ
し
く
は
用
ひ
ら
れ
ざ
る
を
怪
し
み
、
以
て
大
鴻
臚
卿
の
韋
仲
将
に
問
ふ
）
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
仲
将
」
は
韋
誕
の
字
で
、
彼
は
京
兆
の
人
で
あ
る
が
（
『
三
国
志
』
巻
二
十
一
・
劉
劭
伝
、
及
び
同
裴
松
之
注
に
引
く
『
文
章
叙
録
』
）
、

魚
豢
は
こ
の
同
郷
の
先
輩
に
、
親
し
く
自
身
の
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
彼
は
自
身
の
見
聞
の
み
に
頼

っ
た
の
で
は
な
く
、
宮
中
に
蔵
さ
れ
た
様
々
な
史
料
を
閲
覧
す
る
便
宜
を
得
、
ま
た
国
史
編
纂
に
携
わ
っ
た
人
物
た
ち
の
見
解
に
も
触
れ

な
が
ら
、
自
ら
の
志
に
か
な
う
歴
史
書
を
編
ん
だ
の
だ
と
推
測
さ
れ
得
よ
う
。 

 

更
に
言
え
ば
、
魚
豢
は
韋
誕
を
通
じ
て
、
官
撰
の
国
史
が
現
王
朝
に
対
し
て
憚
る
と
こ
ろ
の
多
い
編
纂
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

可
能
性
も
高
い
。
そ
れ
が
た
め
に
、
無
名
の
個
人
の
立
場
で
あ
っ
て
こ
そ
可
能
な
史
実
の
記
録
を
、
彼
は
ひ
そ
か
に
志
し
た
の
で
は
な
い

か
。『
魏
略
』
に
散
見
す
る
曹
氏
一
族
の
内
部
事
情
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
記
述
も
、
魚
豢
が
興
味
本
位
で
拾
い
上
げ
た
ゴ
シ
ッ
プ
と
い
う
よ

り
は
、
王
朝
内
で
た
し
か
に
起
こ
っ
た
出
来
事
を
、
事
実
と
し
て
包
み
隠
さ
ず
書
き
残
し
て
お
こ
う
と
し
た
結
果
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
人
の
世
の
流
れ
は
、
た
と
え
大
き
な
組
織
に
お
い
て
で
あ
っ
て
も
、
時
と
し
て
非
常
に
個
人
的
な
感
情
の
す
れ
違
い
か
ら
変
ず
る
こ
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と
も
少
な
く
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
記
さ
な
い
こ
と
に
は
見
え
て
こ
な
い
歴
史
的
必
然
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
と
し
た
ら
、
魚
豢
の
『
魏

略
』
は
、
私
撰
の
編
纂
物
で
は
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
自
己
規
制
に
よ
る
歪
み
を
蔵
し
た
国
史
以
上
に
あ
る
意
味
厳
正
な
、
極
め
て
信
憑

性
の
高
い
王
朝
史
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

  
 

 
 

 

二 

  

紀
伝
体
を
取
る
『
魏
略
』
は
、
そ
の
始
祖
で
あ
る
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
倣
っ
て
、
各
列
伝
の
末
尾
に
撰
者
の
論
評
を
付
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
『
三
国
志
』
裴
松
之
注
に
引
か
れ
て
現
存
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
巻
三
・
明
帝
紀
、
巻
十
二
・
崔
琰
伝
、
巻
十
三
・
王
朗
伝
、
巻

十
八
・
閻
温
伝
、
巻
十
九
・
任
城
陳
蕭
王
伝
、
巻
二
十
一
・
王
粲
伝
、
巻
二
十
三
・
裴
潜
伝
、
巻
三
十
・
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
の
注
に
、
魚

豢
の
名
を
冠
す
る
そ
う
し
た
記
述
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
裴
松
之
が
残
し
て
お
い
て
く
れ
た
こ
れ
ら
の
部
分
は
、
魚
豢
が
直
接
そ
の
思

い
を
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
に
、
彼
の
思
想
を
探
る
上
で
の
貴
重
な
糸
口
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
ま
ず
明
帝
紀
注
に
引
く
と
こ
ろ
を
取
り
上
げ
た
い
。
裴
松
之
は
、
明
帝
曹
叡
の
驍
騎
将
軍
で
あ
っ
た
秦
朗
の

事
跡
を
『
魏
略
』
に
よ
っ
て
紹
介
し
、
続
い
て
、『
魏
略
』
に
は
佞
倖
伝
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
秦
朗
や
孔
桂
が
そ
こ
に
名
を
連
ね
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
『
魏
略
』
に
記
さ
れ
た
孔
桂
の
伝
を
引
用
し
、
そ
の
後
に
魚
豢
の
論
評
を
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
の
「
魚
豢
曰
」

以
下
を
見
る
前
に
、
佞
倖
と
し
て
記
さ
れ
た
二
人
に
つ
い
て
、『
魏
略
』
の
内
容
を
概
略
紹
介
し
て
お
こ
う
。
孔
桂
は
、
武
帝
曹
操
に
寵
愛

さ
れ
、
そ
の
意
を
汲
ん
で
後
継
者
候
補
の
曹
植
に
肩
入
れ
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
こ
と
で
曹
丕
の
恨
み
を
買
い
、
後
に
文
帝
と
し
て
即
位
し

た
丕
か
ら
収
賄
の
罪
に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。
秦
朗
は
、
武
帝
・
文
帝
の
時
代
に
は
特
に
咎
も
な
か
っ
た
が
、
明
帝
の
親
昵
と
な
っ
た
た
め
、

世
の
人
々
は
彼
が
無
能
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
も
盛
ん
に
賄
賂
を
贈
り
、
そ
の
富
は
公
侯
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
に
な
っ
た
と
い
う
。
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こ
う
し
た
者
た
ち
の
伝
を
記
し
た
上
で
、
魚
豢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
今
、
そ
の
文
意
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
対
句
を
意
識

し
な
が
ら
原
文
を
提
示
す
る
。 

為
上
者
不
虚
授 

 
 

 
 

上
為
る
者
は
虚
し
く
は
授
け
ず
、 

 

処
下
者
不
虚
受 

 
 

 
 

下
に
処
る
者
は
虚
し
く
は
受
け
ず
。 

然
後
外
無
伐
檀
之
歎 

 
 

 

然
る
後
に
外
に
は
「
伐
檀
」
の
歎
き
無
く
、 

 
 

内
無
尸
素
之
刺 

 
 

 

内
に
は
尸
素
の
刺そ

し

り
無
く
、 

 
 

雍
煕
之
美
著 

 
 

 
 

雍
煕
〈
和
ら
ぎ
楽
し
む
〉
の
美
は
著
は
れ
、 

 
 

太
平
之
律
顕
矣 

 
 

 

太
平
の
律
は
顕
は
る
。 

而
佞
倖
之
徒 

 
 

 
 

 
 

而
る
に
佞
倖
の
徒
は
、 

 
 

但
姑
息
人
主 

 
 

 
 

但
だ
人
主
に
姑
息
た
り
て
、 

至
乃
無
徳
而
栄 

 
 

 
 

 

乃
ち 

徳
無
く
し
て
栄
え
、 

 
 

無
功
而
禄 

 
 

 
 

 

功
無
く
し
て
禄
あ
る
に
至
る
。 

如
是
焉
得
不
使
中
正
日
朘 

 

是
く
の
如
く
ん
ば
焉
ん
ぞ
得
ん
や 

中
正
を
し
て
日
々
朘よ

わ

り
、 

 
 

 
 

 
 

傾
邪
滋
多
乎 

傾
邪
を
し
て
滋
々
多
か
ら
し
め
ざ
る
を
。 

以
武
皇
帝
之
慎
賞 

 
 

 
 

武
皇
帝
（
曹
操
）
の
賞
を
慎
し
み
、 

 

明
皇
帝
之
持
法 

 
 

 
 

明
皇
帝
（
曹
叡
）
の
法
を
持
す
る
を
以
て
し
て
も
、 

 
 

而
猶
有
若
此
等
人 

 
 

猶
ほ
此
く
の
若
き
等
の
人
有
り
、 

而
況
下
斯
者
乎 

 
 

 
 

 

而
し
て
況
ん
や
斯こ

れ

に
下
る
者
を
や
。 
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三
行
目
に
見
え
る
「
伐
檀
」
は
『
詩
経
』
魏
風
の
詩
の
篇
名
で
、
毛
伝
の
小
序
に
は
「
伐
檀
、
刺
貪
也
。
在
位
貪
鄙
、
無
功
而
受
禄
、
君

子
不
得
進
仕
爾
（
伐
檀
は
、
貪
を
刺
る
な
り
。
位
に
在
る
も
の
は
貪
鄙
に
し
て
、
功
無
く
し
て
禄
を
受
け
、
君
子
は
進
仕
す
る
を
得
ざ
る

の
み
）
」
と
そ
の
主
題
を
解
説
し
て
い
る

（
九
）

。
こ
れ
と
対
を
成
す
「
尸
素
」
は
、
古
く
か
ら
あ
る
慣
用
語
「
尸
位
素
餐
」
あ
る
い
は
「
尸
禄

素
餐
」
の
略
語
で
、
職
務
を
全
う
し
な
い
で
禄
を
食
む
こ
と
を
い
う
。
魚
豢
の
主
張
を
代
弁
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
弊
害
は
、
恩
賞
な

ど
の
授
受
が
公
平
に
為
さ
れ
て
こ
そ
解
消
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
た
だ
主
に
取
り
入
る
だ
け
の
佞
倖
の
徒
は
、
徳
も
功
績
も
な

い
の
に
栄
華
を
極
め
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
正
直
な
人
間
が
日
々
弱
り
、
邪
悪
な
連
中
が
益
々
は
び
こ
っ
て
い
く
こ
と
を
ど
う
し
て
阻
止

で
き
よ
う
か
。
賞
与
に
慎
重
で
あ
っ
た
武
帝
、
法
規
に
準
拠
し
た
明
帝
で
さ
え
、
こ
の
よ
う
な
輩
を
存
在
せ
し
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ま

し
て
こ
れ
以
下
の
者
に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
ろ
う
。
こ
う
彼
は
慨
嘆
し
て
い
る
。 

 

魚
豢
の
こ
の
論
評
は
、
佞
幸
伝
に
附
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
り
な
が
ら
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
批
判
の
矛
先
は
、
主
君
に
媚
び
へ

つ
ら
う
彼
ら
の
卑
し
い
心
根
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
彼
ら
を
金
満
家
に
成
り
上
が
ら
せ
る
社
会
的
風
土
、
す
な
わ
ち
当
代
の
王
朝
に
蔓

延
す
る
贈
収
賄
、
不
当
な
勤
務
評
定
と
富
の
不
均
衡
と
い
う
事
象
の
方
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
社
会
的
に
低
い
階
層
の

者
が
上
位
者
に
向
け
て
放
つ
風
刺
の
矢
、
一
種
の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
的
傾
き
を
持
っ
た
現
実
批
判
な
の
で
あ
る
。 

 

佞
倖
伝
に
見
え
る
社
会
風
刺
と
同
質
の
傾
き
は
、
こ
の
他
、
王
朗
伝
裴
注
に
引
く
儒
学
者
た
ち
の
伝
に
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
魚

豢
の
『
魏
略
』
は
、
董
遇
・
賈
洪
・
邯
鄲
淳
・
薛
夏
・
隗
禧
・
蘇
林
・
楽
詳
ら
七
人
を
儒
宗
と
仰
ぎ
、
彼
ら
の
列
伝
の
序
文
に
、
漢
魏
に

お
け
る
学
術
界
の
推
移
変
遷
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
前
半
は
、
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。 

 

天
下
が
分
裂
し
た
後
漢
末
、
学
問
は
ひ
ど
く
衰
退
し
た
が
、
魏
王
朝
の
成
立
（
二
二
〇
）
と
と
も
に
復
興
し
、
太
学
に
は
各
地
か
ら
数

百
人
も
の
学
生
が
集
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
太
和
・
青
龍
年
間
（
二
二
七
―
二
三
七
）
に
な
る
と
、
内
外
に
事
変
が
多
発
し
た
た
め
、
人
々

は
災
難
を
逃
れ
よ
う
と
、
元
来
が
学
問
を
解
す
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
こ
ぞ
っ
て
太
学
に
入
り
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
生
数
は
千
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の
位
に
上
り
、
博
士
た
ち
は
だ
い
た
い
皆
い
い
か
が
ん
で
、
弟
子
を
教
育
す
る
能
力
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
優
秀
な
者
も
い
た
と
は
い

え
、
政
府
機
関
が
示
す
合
格
基
準
は
あ
ま
り
に
も
高
く
、
加
え
て
本
質
的
な
大
義
の
把
握
は
求
め
ず
に
、
語
義
、
筆
法
、
句
読
の
よ
う
な

細
か
い
こ
と
ば
か
り
を
問
う
も
の
だ
か
ら
、
百
人
が
受
験
し
て
、
合
格
者
は
十
人
に
も
満
た
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
学

に
志
す
人
士
は
次
第
に
衰
微
し
、
些
末
に
も
浮
つ
い
た
こ
と
を
追
求
す
る
よ
う
な
連
中
が
し
の
ぎ
を
削
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。

こ
れ
に
続
け
て
、
魚
豢
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

正
始
中
、
有
詔
議
圜
丘
、
普
延
学
士
。
是
時
郎
官
及
司
徒
領
吏
二
万
餘
人
、
雖
復
分
布
、
見
在
京
師
者
尚
且
万
人
、
而
応
書
与
議
者

略
無
幾
人
。
又
是
時
朝
堂
公
卿
以
下
四
百
餘
人
、
其
能
操
筆
者
未
有
十
人
、
多
皆
相
従
飽
食
而
退
。
嗟
夫
、
学
業
沈
隕
、
乃
至
於

此
。 正

始
中
、
詔
有
り
て
圜
丘
を
議
せ
ん
と
し
、

普
あ
ま
ね

く
学
士
を
延ま

ね

く
。
是
の
時 

郎
官
及
び
司
徒
領
吏
二
万
餘
人
、
分
布
せ
り
と

雖
復

い

へ

ど
も
、
京
師
に
見あ

る
者
は
尚
ほ
且
つ
万
人
、
而
し
て
書
に
応
じ
て
議
に
与
る
者
は
略ほ

ぼ

幾
人
も
無
し
。
又
た
是
の
時 

朝
堂
の

公
卿
以
下
四
百
餘
人
、
其
の
能
く
筆
を
操
る
者
は
未
だ
十
人
も
有
ら
ず
、
多
く
は
皆
相
従
ひ
て
飽
食
し
て
退
く
。
嗟
夫

あ

あ

、
学
業
の

沈
隕
せ
る
は
、
乃
ち
此
に
至
れ
り
。 

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
正
始
年
間
（
二
四
〇
―
二
四
九
）
の
有
様
は
、
お
そ
ら
く
魚
豢
が
そ
の
目
と
耳
で
捉
え
た
事
実
で
あ
る
に
違
い
な

い
。
天
を
祭
る
王
朝
祭
祀
の
検
討
の
た
め
に
、
天
下
に
広
く
学
士
を
招
集
す
る
詔
が
下
っ
て
も
、
万
を
も
っ
て
数
え
る
知
識
人
の
う
ち
、

こ
れ
に
応
ず
る
者
は
幾
人
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
朝
廷
内
の
公
卿
以
下
四
百
あ
ま
り
の
人
々
の
う
ち
、
達
者
に
筆
を
執
る
こ
と
が
で
き

る
者
は
十
人
に
も
満
た
ず
、
多
く
は
連
れ
立
っ
て
飽
食
し
て
退
出
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
学
問
は
こ
こ
ま
で
落
ち
ぶ
れ
た
の
だ
と
魚
豢
は

嘆
く
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
大
勢
の
中
に
あ
っ
て
も
、
少
数
な
が
ら
真
っ
当
な
学
者
は
い
た
に
違
い
な
く
、
た
と
え
ば
魚
豢
自
身
も
儒
宗
と
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仰
ぐ
楽
詳
は
、
魏
朝
成
立
当
初
の
太
学
の
、
さ
し
あ
た
り
人
数
を
揃
え
た
だ
け
の
よ
う
な
教
授
陣
の
中
で
、
唯
一
人
、
五
経
す
べ
て
を
教

授
し
、
も
の
わ
か
り
の
悪
い
者
た
ち
に
も
辛
抱
強
く
説
い
て
聞
か
せ
、
晩
年
の
正
始
年
間
に
は
、
郷
里
に
退
居
し
て
門
徒
数
千
人
を
抱
え

て
い
た
と
い
う
（
『
三
国
志
』
巻
十
六
・
杜
畿
伝
裴
注
所
引
『
魏
略
』
）
。
魚
豢
は
こ
う
し
た
人
物
た
ち
の
列
伝
を
記
し
た
後
に
、
学
業
を
積

む
必
要
性
を
説
き
な
が
ら
、
「
今
此
数
賢
者
、
略
余
之
所
識
也
。
検
其
事
能
、
誠
不
多
也
、
但
以
守
学
不
輟
、
乃
上
為
帝
王
所
嘉
、
下
為
国

家
名
儒
、
非
由
学
乎
（
今
此
の
数
賢
者
は
、
略ほ

ぼ

余
の
識し

る
所
な
り
。
其
の
事
能
を
検
ず
る
に
、
誠
に
多
か
ら
ざ
る
と
も
、
但
だ
学
を
守
り

て
輟や

め
ざ
る
を
以
て
、
乃
ち
上
は
帝
王
の
嘉
す
る
所
と
為
り
、
下
は
国
家
の
名
儒
と
為
る
は
、
学
に
由
る
に
非
ざ
ら
ん
か
）
」
（
同
王
朗
伝

裴
注
所
引
『
魏
略
』
）
と
論
評
し
、
彼
ら
の
よ
う
な
、
た
し
か
に
多
く
の
業
績
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
地
道
に
学
問
を
続
け

た
身
近
な
儒
者
た
ち
を
高
く
顕
彰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
魚
豢
が
彼
ら
の
足
跡
に
目
を
留
め
た
の
は
、
お
よ
そ
世
に
学
者
と
称
せ
ら
れ
て

い
る
人
々
、
高
い
学
識
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
高
級
官
僚
た
ち
の
無
能
ぶ
り
に
、
日
々
深
い
失
望
と
憤
懣
と
を
感
じ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か

な
る
ま
い
。
こ
こ
で
も
佞
倖
伝
と
同
様
に
、
彼
の
視
線
は
社
会
の
歪
み
の
方
へ
鋭
く
注
い
で
い
る
。
魚
豢
は
、
学
問
の
内
容
的
堕
落
を
慨

嘆
す
る
以
上
に
、
知
識
人
た
る
者
が
、
そ
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
責
務
を
全
う
し
て
い
な
い
こ
と
に
憤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
社
会
批
判
に
通
底
す
る
記
述
は
、
『
魏
略
』
の
他
の
部
分
に
も
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
、
そ
の
清
介
伝
に
記
さ
れ
た
吉
茂
は
、

清
貧
の
生
活
を
貫
き
な
が
ら
、
人
に
対
し
て
高
尚
ぶ
っ
た
態
度
も
取
ら
ず
、
そ
れ
で
も
「
心
疾
不
義
而
貴
且
富
者
（
心
に
不
義
な
る
も
貴

く
且
つ
富
め
る
者
を
疾に

く

む
）
」
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
九
品
官
人
法
と
の
関
わ
り
を
、
魚
豢
は
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
（
『
三

国
志
』
巻
二
十
三
・
常
林
伝
裴
注
所
引
）
。 

先
時
国
家
始
制
九
品
、
各
使
諸
郡
選
置
中
正
、
差
叙
自
公
卿
以
下
至
于
郎
吏
、
功
徳
材
行
所
任
。
茂
同
郡
護
羌
校
尉
王
琰
、
前
数
為

郡
守
、
不
名
為
清
白
。
而
琰
子
嘉
仕
歴
諸
県
、
亦
復
為
通
人
。
嘉
時
還
為
散
騎
郎
、
馮
翊
郡
移
嘉
為
中
正
。
嘉
叙
茂
雖
在
上
第
而
状

甚
下
、
云
徳
優
能
少
。
茂
愠
曰
、
痛
乎
、
我
效
汝
父
子
冠
幘
劫
人
邪
。 
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先
の
時
に
国
家
始
め
て
九
品
を
制
し
、

各
お
の
お
の

諸
郡
を
し
て
中
正
を
選
置
し
て
、
公
卿
よ
り
以
下
郎
吏
に
至
る
ま
で
、
功
・
徳
・
材
・

行
の
任
ず
る
所
を
差
叙
せ
し
む
。
茂
の
同
郡
の
護
羌
校
尉
王
琰
、
前
に

数
し
ば
し
ば

郡
守
と
為
り
、
名
じ
て
清
白
と
は
為
さ
れ
ず
。
而
し
て

琰
の
子
嘉 

仕
へ
て
諸
県
を
歴
、
亦
復

ま

た
通
人
と
為
さ
る
。
嘉 

時
に
還
た
散
騎
郎
と
為
り
、
馮
翊
郡
は
嘉
を
移
し
て
中
正
と
為

す
。
嘉
は
茂
を
叙
し
て
「
上
第
に
在
り
と
雖
ど
も
状
は
甚
だ
下
な
り
」
と
し
、「
徳
は
優
る
る
も
能
は
少
な
し
」
と
云
ふ
。
茂 

愠い

か

り
て
曰
く
、
「
痛
な
る
か
な
、
我
は
汝
ら
父
子
の
冠
幘
も
て
人
を
劫
か
す
に
效な

ら

は
ん
や
」
と
。 

 

魏
朝
が
成
立
す
る
直
前
の
延
康
元
年
（
二
二
〇
）
、
陳
羣
の
建
議
に
よ
っ
て
成
っ
た
九
品
官
人
法
（
『
三
国
志
』
巻
二
十
二
・
陳
羣
伝
）

は
、
各
郡
に
置
か
れ
た
中
正
な
る
役
人
が
、
そ
の
土
地
の
人
物
を
評
定
し
て
推
薦
す
る
と
い
う
制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
中
正
官
を
務
め
て

い
た
王
嘉
か
ら
、
理
不
尽
な
酷
評
を
受
け
た
の
が
吉
茂
で
あ
る
。
世
間
で
は
雅
俗
諸
事
に
明
る
い
「
通
人
」（

一
〇
）

と
褒
め
そ
や
さ
れ
る
王
嘉

と
、
郡
守
を
歴
任
し
な
が
ら
清
廉
潔
白
と
は
言
い
難
い
所
業
を
重
ね
た
ら
し
い
そ
の
父
王
琰
と
を
指
し
て
、「
自
分
は
あ
な
た
方
の
よ
う
に

官
権
を
笠
に
着
て
人
を
脅
し
つ
け
た
り
は
し
な
い
」
と
彼
は
憤
っ
た
。
こ
の
吉
茂
の
言
葉
を
直
接
話
法
で
記
す
『
魏
略
』
は
、
た
し
か
に

王
朝
史
と
し
て
は
客
観
性
に
欠
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
梁
の
劉
勰
が
「
激
抗
難
徴
（
激
抗
し
て
徴
し
難
し
）
」（

一
一
）

と
批
評
す
る
の

は
、
他
な
ら
ぬ
『
魏
略
』
の
こ
の
よ
う
な
筆
致
に
向
け
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
魚
豢
そ
の
人
に
視
点
を
置
い
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の

吉
茂
の
憤
怒
は
彼
に
と
っ
て
強
い
共
感
を
呼
び
起
こ
す
声
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
一
連
の
経
緯
を
委
細
漏
ら
さ
ず
抄
出
し
な
い

で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。 

 

不
当
な
人
材
登
用
に
対
す
る
魚
豢
の
義
憤
は
、『
魏
略
』
の
そ
の
他
の
部
分
に
も
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、
大
将
軍
曹
爽
の
幕
僚
で
、
何

晏
や
丁
謐
・
李
勝
ら
と
反
乱
を
起
こ
し
て
司
馬
懿
に
誅
殺
さ
れ
た
鄧
颺
は
、
元
来
が
財
貨
を
好
む
性
格
で
、
臧
艾
な
る
者
に
顕
官
を
授
け

る
代
わ
り
に
、
そ
の
父
の
妾
を
贈
与
さ
れ
て
世
間
の
噂
と
な
っ
た
が
、
彼
の
人
材
推
挙
は
お
お
む
ね
こ
の
類
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
こ
と
（
『
三

国
志
』
巻
九
・
曹
真
伝
裴
注
所
引
）
、
ま
た
、
そ
の
友
人
の
何
晏
は
、
尚
書
と
な
っ
て
選
挙
を
主
宰
し
た
際
、
多
く
そ
の
旧
知
の
者
を
抜
擢
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し
た
と
記
す
こ
と
（
同
何
晏
伝
裴
注
所
引
）
等
々
は
そ
の
一
端
で
あ
る
。
反
面
、
知
識
人
社
会
に
人
脈
を
持
た
な
い
単
家
出
身
者
の
事
跡

を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
て
い
る
の
は

（
一
二
）

、
こ
の
彼
の
義
憤
と
表
裏
一
体
の
関
係
を
為
す
だ
ろ
う
。
ま
た
、
先
に
も
触
れ
た
「
儒
宗
伝
」
の

論
評
、
あ
る
い
は
、
市
場
の
仲
買
人
か
ら
一
念
発
起
し
て
学
者
と
な
っ
た
劉
仲
始
な
る
先
人
に
論
及
す
る
、
裴
潜
伝
裴
注
に
引
く
魚
豢
の

論
評
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
は
、
地
道
な
努
力
を
重
ね
て
成
果
を
収
め
た
人
物
を
と
り
わ
け
高
く
評
価
す
る
が
、
そ
れ
も
、
私
的
な
人

脈
が
も
の
を
い
う
、
軽
佻
浮
薄
な
上
流
社
会
へ
の
批
判
と
同
根
に
出
る
も
の
だ
ろ
う
。 

 

以
上
、
『
魏
略
』
の
記
述
姿
勢
か
ら
読
み
取
れ
る
、
撰
者
魚
豢
の
現
実
批
判
を
見
て
き
た
。
彼
自
身
が
そ
の
事
績
も
知
ら
れ
ぬ
無
名
の

知
識
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
財
貨
を
貪
る
佞
幸
の
徒
、
無
能
な
知
識
人
た
ち
、
適
正
さ
に
欠
け
る
人
材
登
用
、
権
力
を
振
り
か
ざ

し
て
人
を
愚
弄
す
る
役
人
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
そ
の
憤
懣
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
社
会
的
に
多
く
を
恵
ま
れ
て
い
な
い
者
が
抱
き
が
ち

な
、
個
人
的
不
公
平
感
に
深
く
根
差
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
が
単
な
る
私
憤
に
終
わ
っ
て
い
な
い
の

は
、
そ
の
怒
り
の
根
本
に
、
正
邪
を
正
し
、
真
っ
当
な
者
が
報
わ
れ
る
世
の
中
を
希
求
す
る
強
い
思
い
が
あ
れ
ば
こ
そ
だ
ろ
う
。
次
章
で

考
察
す
る
の
は
こ
の
彼
の
思
い
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

三 

  

紀
伝
体
を
取
る
『
魏
略
』
に
は
、
清
朝
の
銭
大
昕
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
『
二
十
二
史
攷
異
』
三
国
志
一
「
高
貴
郷
公
紀
」
の
項
）
、
他

の
歴
史
書
に
は
な
い
独
特
の
立
伝
が
認
め
ら
れ
る
。
今
、
先
学
の
指
南
に
よ
り
な
が
ら
、
必
ず
し
も
特
殊
で
は
な
い
も
の
や
、
前
章
で
既

に
言
及
し
た
も
の
（
こ
の
場
合
は
巻
次
を
省
略
）
、
ま
た
伝
目
の
不
明
な
も
の
を
も
含
め
て
、
『
三
国
志
』
裴
松
之
注
に
示
す
と
こ
ろ
を
す

べ
て
抽
出
す
れ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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イ
、
秦
朗
・
孔
桂
ら
の
「
佞
倖
伝
」
（
『
三
国
志
』
明
帝
紀
裴
注
） 

ロ
、
東
里
衮

ら
の
「
游
説
伝
」
（
同
巻
四
・
高
貴
郷
公
紀
裴
注
） 

ハ
、
脂
習
・
王
脩
・
龐
淯
・
文
聘
・
成
公
英
・
郭
憲
・
単
固
ら
七
人
の
「
純
固
伝
」
（
同
巻
十
一
・
王
脩
伝
裴
注
） 

ニ
、
許
攸
・
婁
圭
ら
を
合
伝
（
同
崔
琰
伝
裴
注
） 

ホ
、
董
遇
・
賈
洪
・
邯
鄲
淳
・
薛
夏
・
隗
禧
・
蘇
林
・
楽
詳
ら
七
人
の
「
儒
宗
伝
」
（
同
王
朗
伝
裴
注
） 

ヘ
、
王
思
・
薛
悌
・
郤
嘉
ら
の
「
苛
吏
伝
」
（
同
巻
十
五
・
梁
習
伝
裴
注
） 

ト
、
賈
逵
・
李
孚
・
楊
沛
の
三
人
を
合
伝
（
同
巻
十
五
・
賈
逵
伝
裴
注
） 

チ
、
孫
賓
碩
・
祝
公
道
・
楊
阿
若
・
鮑
出
ら
四
人
の
「
勇
侠
伝
」
（
同
閻
温
伝
裴
注
） 

リ
、
曹
植
・
曹
彰
ら
を
合
伝
（
同
任
城
陳
蕭
王
伝
裴
注
） 

ヌ
、
王
粲
・
繁
欽
・
阮
瑀
・
陳
琳
・
路
粋
ら
を
合
伝
（
同
王
粲
伝
裴
注
） 

ル
、
常
林
・
吉
茂
・
沐
並
・
時
苗
ら
四
人
の
「
清
介
伝
」
（
同
常
林
伝
裴
注
） 

ヲ
、
徐
福
（
徐
庶
）
・
厳
幹
・
李
義
・
張
既
・
游
楚
・
梁
習
・
趙
儼
・
裴
潜
・
韓
宣
・
黄
朗
の
十
人
を
合
伝
（
同
裴
潜
伝
裴
注
） 

ワ
、
「
西
戎
伝
」
（
同
烏
丸
鮮
卑
東
夷
伝
裴
注
） 

こ
の
他
、
『
梁
書
』
巻
五
十
二
・
止
足
伝
序
に
は
、
『
魏
略
』
が
田
疇
・
管
寧
・
徐
幹

（
一
三
）

・
胡
昭
を
併
せ
て
「
知
足
伝
」
と
し
て
い
た
こ
と

が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
『
三
国
志
』
巻
十
一
・
管
寧
伝
裴
注
に
引
く
焦
先
・
扈
累
・
寒
貧
ら
諸
人
も
、
そ
の
伝
目
は
未
詳
な
が
ら
、
ひ
と

つ
の
列
伝
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
銭
大
昕
は
推
測
す
る
。
至
当
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、『
魏
略
』
列
伝
の
篇
目
を
概
観
す
る
に
、
銭
大
昕
も
言
う
と
お
り
、「
佞
倖
伝
」
は
『
漢
書
』
を
踏
襲
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

「
儒
宗
伝
」
「
苛
吏
伝
」
「
勇
侠
伝
」
「
西
戎
伝
」
は
、
班
固
の
立
て
た
「
儒
林
伝
」
「
酷
吏
伝
」
「
游
侠
伝
」
「
西
域
伝
」
に
そ
れ
ぞ
れ
近
似
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す
る
。
「
純
固
伝
」
「
清
介
伝
」
と
い
っ
た
見
慣
れ
な
い
列
伝
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
総
じ
て
、
伝
目
そ
れ
自
体
は
、
先
行
す
る
紀
伝
体
の

流
れ
に
沿
っ
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
後
に
成
っ
た
陳
寿
『
三
国
志
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
前
掲
の
『
魏

略
』
列
伝
は
こ
れ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。 

 

他
方
、
『
魏
略
』
に
お
け
る
列
伝
と
人
物
た
ち
と
の
組
み
合
わ
せ
に
は
意
外
性
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
「
純
固
伝
」
に
合
伝

さ
れ
た
人
々
の
う
ち
、
王
脩
・
龐
淯
・
文
聘
の
三
人
は
『
三
国
志
』
に
も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
伝
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
（
王
は
巻
十

一
、
龐
・
文
は
巻
十
八
）
、
そ
れ
以
外
の
人
物
た
ち
は
い
ず
れ
も
『
三
国
志
』
本
文
に
は
ほ
と
ん
ど
登
場
せ
ず
、
そ
の
事
跡
は
か
ろ
う
じ

て
『
魏
略
』
（
成
公
英
は
巻
十
五
・
張
既
伝
、
単
固
は
巻
二
十
八
・
王
浚
伝
、
脂
習
と
郭
憲
は
王
脩
伝
の
裴
注
に
引
く
）
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
の
み
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
魚
豢
は
、
そ
う
し
た
人
々
を
「
純
固
」
と
い
う
共
通
項
で
括
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
編
集
態
度

か
ら
は
、
人
物
た
ち
の
社
会
的
有
名
無
名
性
と
は
無
関
係
に
、
そ
の
人
の
根
本
に
あ
る
、
生
き
る
姿
勢
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
よ
う
と
す

る
彼
独
特
の
ま
な
ざ
し
が
感
受
さ
れ
る
。 

 

こ
れ
と
同
質
の
価
値
観
は
、
た
と
え
ば
、
明
帝
の
奢
侈
を
強
く
諌
め
た
司
徒
軍
議
掾
董
尋
に
つ
い
て
の
記
述
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
董

尋
と
い
う
人
物
も
ま
た
、『
魏
略
』
に
よ
っ
て
後
世
に
そ
の
名
が
伝
わ
っ
た

（
一
四
）

無
名
の
一
属
官
で
あ
る
が
、
魚
豢
は
そ
の
上
書
の
全
文
を

載
せ
、
死
罪
に
も
当
た
り
か
ね
な
い
こ
の
諫
言
を
明
帝
が
不
問
に
付
し
た
こ
と
、
後
に
貝
丘
県
の
令
と
な
っ
た
彼
が
民
心
に
寄
り
添
う
清

ら
か
な
善
政
を
行
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
い
る
（
明
帝
紀
裴
注
所
引
『
魏
略
』
）
。
こ
の
よ
う
な
『
魏
略
』
の
記
述
姿
勢
を
、
『
史
通
』
載
文

篇
は
「
若
乃
歴
選
衆
作
、
求
其
穢
累
、
王
沈
魚
豢
、
是
其
甚
焉
（
若も

し
乃
ち
衆
作
を
歴
選
し
、
其
の
穢
累
を
求
む
れ
ば
、
王
沈
・
魚
豢
、

是
れ
其
の
甚
し
き
な
り
）
」
と
酷
評
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
想
像
す
る
に
、
浮
華
の
蔓
延
を
悪
む
魚
豢
は
、
こ
の
直
諫
の
士
に
深
く
共
鳴
し
、

彼
が
一
介
の
下
級
役
人
で
あ
ろ
う
が
何
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
上
書
の
全
文
を
抄
出
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

同
じ
よ
う
に
、
た
と
え
ば
上
記
「
儒
宗
伝
」
所
掲
の
七
名
の
う
ち
、
賈
洪
・
薛
夏
・
隗
禧
の
三
名
は
『
魏
略
』
に
よ
っ
て
の
み
事
跡
が
伝
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わ
る
人
物
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
魚
豢
は
細
や
か
な
筆
致
で
彼
ら
の
生
き
た
証
し
を
書
き
記
し
て
い
る
。 

 
こ
う
し
た
魚
豢
の
ま
な
ざ
し
は
、
知
識
人
階
級
に
属
さ
な
い
人
々
へ
も
等
し
く
向
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
掲
「
勇
侠
伝
」
に
付
す

る
そ
の
論
評
に
お
い
て
、
亡
命
中
の
趙
岐
を
か
く
ま
っ
た
孫
賓
碩
、
捕
虜
と
な
っ
た
賈
逵
を
脱
出
さ
せ
た
祝
公
道
の
眼
識
は
、
「
三
月
、

仁
に
違
わ
ず
」
（
『
論
語
』
雍
也
篇
）
と
顔
回
を
称
賛
し
た
孔
子
以
上
で
あ
る
と
評
せ
ら
れ
、
彼
ら
の
義
侠
心
は
、
か
の
季
布
の
苦
境
を
救

っ
た
濮
陽
の
周
氏
や
魯
の
朱
家
（
『
史
記
』
巻
一
〇
〇
・
季
布
伝
）
に
も
勝
る
と
絶
賛
さ
れ
、
ま
た
、
近
年
の
楊
阿
若
と
鮑
出
に
つ
い
て

も
、
魚
豢
は
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
し
て
い
る
。 

至
於
鮑
出
、
不
染
礼
教
、
心
痛
意
発
、
起
於
自
然
、
跡
雖
在
編
戸
、
与
篤
烈
君
子
何
以
異
乎
。
若
夫
楊
阿
若
、
少
称
任
侠
、
長
遂
踏

義
、
自
西
徂
東
、
摧
討
逆
節
、
可
謂
勇
而
有
仁
者
也
。 

鮑
出
の
、
礼
教
に
染
ま
ら
ず
、
心
に
痛
み
意
に
発
す
る
こ
と
、
自
然
に
起
こ
る
に
至
り
て
は
、
跡
は
編
戸
に
在
り
と
雖
ど
も
、
篤

烈
な
る
君
子
と
何
を
以
て
か
異
な
ら
ん
や
。
夫
の
楊
阿
若
の
、
少
く
し
て
任
侠
と
称
せ
ら
れ
、
長
じ
て
は
遂
に
義
を
踏
み
て
、
西

よ
り
東
へ
徂
き
、
逆
節
を
摧
討
せ
し
が
若
き
は
、
勇
に
し
て
仁
有
る
者
と
謂
ふ
可
き
な
り
。 

こ
の
中
で
も
特
に
、
鮑
出
を
評
し
た
言
葉
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
魚
豢
は
、
礼
教
と
い
う
知
識
人
の
道
徳
に
は
染
ま
ら
ず
、
内

か
ら
自
然
に
ほ
と
ば
し
り
出
る
義
侠
心
に
よ
っ
て
行
動
し
た
彼
を
高
く
評
価
し
て
、
名
も
な
き
平
民
で
は
あ
り
な
が
ら
、
心
篤
き
君
子
と

何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
最
大
級
に
褒
め
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
魚
豢
に
よ
る
鮑
出
伝
（
閻
温
伝
裴
注
所
引
『
魏

略
』
）
に
は
、
ご
く
普
通
の
農
民
で
あ
る
彼
が
、
戦
乱
の
中
で
賊
に
囚
わ
れ
た
そ
の
母
ら
を
全
力
で
救
い
出
し
た
顛
末
が
活
写
さ
れ
て
い

る
。
京
兆
の
人
と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
推
す
と
、
魚
豢
と
同
郷
の
知
人
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
そ
う
し
た
一
般
庶
民
を
、
立

派
な
君
子
と
同
等
に
尊
重
す
る
の
が
魚
豢
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
、
孫
・
祝
・
楊
・
鮑
ら
の
伝
を
記
す
意
図
を
、
「
既
不
欲
其
泯
滅
、
且

敦
薄
俗
（
既
に
其
の
泯
滅
を
欲
せ
ず
、
且
つ
薄
俗
を
敦た

だ

さ
ん
と
す
れ
ば
な
り
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
軽
薄
な
世
俗
に
対
す
る
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手
厳
し
い
批
判
精
神
と
、
そ
う
し
た
世
に
あ
っ
て
も
、
筋
を
通
し
て
真
っ
当
に
生
き
る
人
々
へ
の
熱
い
敬
意
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。 

 

先
に
触
れ
た
焦
先
・
扈
累
・
寒
貧
ら
諸
人
の
伝
記
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
前
掲
の
勇
侠
者
た
ち
と
は

異
な
っ
て
、
自
ら
世
の
中
に
向
か
っ
て
何
か
を
働
き
か
け
る
で
も
な
い
、
む
し
ろ
、
そ
の
存
在
の
意
味
は
周
囲
の
人
々
の
思
念
に
よ
っ
て

形
作
ら
れ
る
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
々
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
事
跡
を
、
魚
豢
は
実
に
詳
細
に
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
中
か
ら
焦
先
の
伝
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
よ
う
。 

焦
先
、
字
は
孝
然
。
中
平
年
間
（
一
八
四
―
一
八
九
）
の
末
に
白
波
賊
が
起
こ
り
、
二
十
歳
あ
ま
り
の
焦
先
は
、
同
郡
の
少
年
、
侯

武
陽
と
そ
の
母
を
助
け
て
逃
亡
し
、
東
の
か
た
揚
州
で
妻
を
娶
っ
た
。
建
安
年
間
（
一
九
六
―
二
二
〇
）
の
初
め
、
西
方
へ
帰
還
し

た
。
建
安
十
六
年
、
関
中
が
混
乱
す
る
と
、
焦
先
は
家
族
を
失
い
、
一
人
、
黄
河
の
ほ
と
り
で
草
を
食
べ
水
を
飲
み
、
衣
服
も
履
物

も
な
い
生
活
を
し
た
。
土
地
の
長
官
は
彼
を
逃
亡
者
だ
と
思
っ
て
捉
え
よ
う
と
し
た
が
、
武
陽
は
「
彼
は
狂
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
」
と

言
い
、
か
く
し
て
戸
籍
が
与
え
ら
れ
、
穀
物
が
配
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
疫
病
が
流
行
り
、
多
く
の
死
者
が
出
た
が
、
役

所
は
い
つ
も
焦
先
に
埋
葬
さ
せ
て
、
子
供
た
ち
は
み
な
彼
を
軽
ん
じ
た
。
し
か
し
、
道
を
行
く
と
き
は
横
道
を
こ
そ
こ
そ
通
っ
た
り

せ
ず
、
必
ず
大
通
り
を
行
き
、
落
ち
穂
拾
い
を
す
る
と
き
は
大
き
な
穂
は
取
ら
ず
、
飢
え
て
も
凍
え
て
も
安
易
に
は
衣
食
せ
ず
、
草

を
編
ん
で
袴
を
作
り
、
む
き
出
し
の
頭
に
裸
足
だ
っ
た
。
外
出
の
際
、
女
性
に
出
会
え
ば
姿
を
隠
し
、
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
か

ら
出
て
き
た
。
自
分
で
か
た
つ
む
り
の
よ
う
な
家
を
作
り
、
そ
の
中
を
綺
麗
に
掃
き
清
め
て
、
木
で
寝
床
を
作
り
、
そ
の
上
に
草
を

敷
き
つ
め
た
。
寒
い
と
き
は
火
を
お
こ
し
て
体
を
あ
ぶ
り
、
独
り
言
を
唸
っ
て
い
た
。
飢
え
る
と
小
作
人
と
し
て
働
い
た
が
、
腹
を

満
た
す
だ
け
で
、
賃
金
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
道
で
人
に
会
う
と
、
道
を
下
り
て
陰
に
隠
れ
、
人
に
そ
の
わ
け
を
た
ず
ね
ら
れ
る

と
い
つ
も
「
草
む
ら
の
人
間
は
、
狐
や
兎
と
同
類
で
す
か
ら
」
と
答
え
、
み
だ
り
に
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
。
太
和
・
青
龍
年
間
中
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（
二
二
七
―
二
三
七
）
、
一
本
の
杖
を
持
っ
て
河
を
南
へ
渡
ろ
う
と
し
、
「
ま
だ
だ
め
だ
」
な
ど
と
独
り
言
を
言
う
の
で
、
人
々
は
、

彼
は
狂
人
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
嘉
平
年
間
中
（
二
四
九
―
二
五
四
）
、
土
地
の
長
官
が
訪
問
し
て
食
事
を
共
に

し
、
語
り
合
お
う
と
し
た
が
、
ま
っ
た
く
応
じ
な
か
っ
た
。
翌
年
、
呉
へ
の
出
兵
に
つ
い
て
あ
る
人
が
焦
先
に
問
う
と
、
歌
を
歌
っ

て
答
え
た
が
、
誰
も
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
出
兵
が
失
敗
に
終
わ
る
と
、
好
事
家
た
ち
は
彼
の
歌
の
意
味
を
詮
索
し
た
。

こ
だ
わ
り
を
持
っ
た
変
人
を
好
む
董
経
と
い
う
人
間
が
、
焦
先
に
様
々
な
ア
プ
ロ
―
チ
を
試
み
た
が
、
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
八

十
九
歳
で
病
没
し
た
。 

こ
の
焦
先
伝
に
は
、
後
漢
末
と
い
う
混
乱
の
時
代
の
実
相
が
、
英
雄
で
も
知
識
人
で
も
な
い
、
ひ
と
り
の
名
も
な
き
庶
民
の
足
跡
を
通
し

て
詳
細
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
魚
豢
の
こ
う
し
た
記
述
姿
勢
は
、
貴
族
制
社
会
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど

異
端
と
も
言
え
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

様
々
な
階
層
に
属
す
る
人
の
事
跡
を
、
様
々
な
視
点
か
ら
分
け
隔
て
な
く
書
き
記
そ
う
と
す
る
『
魏
略
』
に
は
、
た
と
え
ば
先
に
見
た

「
勇
侠
伝
」
の
よ
う
に
、『
史
記
』
列
伝
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
自
由
闊
達
な
気
風
も
垣
間
見
え
る
。
魚
豢
の
中
に
は
、
古
代
社
会
へ
の
回

帰
を
志
向
す
る
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
想
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
家
柄
や
人
脈
、
文
化
資
本

（
一
五
）

に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

個
々
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
て
活
路
を
切
り
開
く
、
流
動
性
の
高
い
社
会
へ
の
希
求
で
あ
る
。 

 

む
す
び
に
か
え
て 

  

魚
豢
は
、
そ
の
『
魏
略
』
西
戎
伝
に
、
次
の
よ
う
な
論
評
を
付
し
て
い
る
。 

俗
以
為
営
廷
之
魚
不
知
江
海
之
大
、
浮
游
之
物
不
知
四
時
之
気
、
是
何
也
。
以
其
所
在
者
小
与
其
生
之
短
也
。
余
今
氾
覧
外
夷
大
秦
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諸
国
、
猶
尚
曠
若
発
蒙
矣
、
況
夫
鄒
衍
之
所
推
出
、
大
易
太
玄
之
所
測
度
乎
。
徒
限
処
牛
蹄
之
涔
、
又
無
彭
祖
之
年
、
無
縁
託
景
風

以
迅
游
、
載
騕
褭

以
遐
観
、
但
労
眺
乎
三
辰
、
而
飛
思
乎
八
荒
耳
。 

俗
に
以
為
へ
ら
く
営
廷
の
魚
は
江
海
の
大
な
る
を
知
ら
ず
、
浮
游
の
物
は
四
時
の
気
を
知
ら
ず
と
、
是
れ
何
ぞ
や
。
其
の
在
る
所

の
小
さ
き
と
其
の
生
の
短
か
き
を
以
て
な
り
。
余
は
今 

氾ひ

ろ

く
外
夷
大
秦
諸
国
を
覧
る
に
、
猶
ほ
尚
ほ
曠あ

か

る
む
こ
と
蒙
を
発
す
る

が
若
き
に
、
況
ん
や
夫
の
鄒
衍
の
推
出
せ
る
所
、
大
易
太
玄
の
度
を
測
る
所
に
お
い
て
を
や
。
徒
ら
に
限
り
て
牛
蹄
の

涔
み
ず
た
ま
り

に
処

り
、
又
た
彭
祖
の
年
無
け
れ
ば
、
景
風
に
託
し
て
以
て
迅
く
游
び
、
騕
褭

に
載
り
て
遐と

ほ

く
観
る
に
縁
無
く
、
但
だ
労は

る

か
に
三
辰
を

眺
め
、
而
し
て
思
ひ
を
八
荒
に
飛
ば
す
の
み
。 

「
営
廷
」
は
珍
し
い
語
だ
が
、
両
字
の
意
味
と
文
脈
と
か
ら
、
小
さ
く
囲
い
込
ま
れ
た
庭
園
の
池
と
取
っ
て
お
く
。
魚
豢
の
言
葉
を
代
弁

し
て
み
よ
う
。
俗
に
、
小
さ
な
池
の
魚
は
江
海
の
広
大
さ
を
知
ら
ず
、
浮
遊
す
る
カ
ゲ
ロ
ウ
は
四
季
折
々
の
気
候
を
知
ら
ぬ
と
言
う
。
こ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
居
る
場
所
が
小
さ
い
こ
と
と
、
そ
の
生
命
が
短
い
こ
と
の
た
め
で
あ
る
。
私
は
今
、
国
外
の
異
民
族
や
大

秦
（
ロ
ー
マ
）
帝
国
に
連
な
る
諸
国
を
広
く
眺
め
渡
し
、
そ
れ
だ
け
で
も
目
の
前
が
明
る
く
な
っ
て
蒙
昧
が
切
り
開
か
れ
た
よ
う
な
気
持

ち
に
な
っ
て
い
る
。
ま
し
て
、
か
の
鄒
衍
が
推
定
し
た
大
世
界
（
『
史
記
』
巻
七
十
四
・
孟
子
列
伝
）
や
、
『
易
経
』
『
太
玄
経
』
が
推
し
測

る
遠
大
な
時
間
を
思
え
ば
な
お
さ
ら
だ
。
た
だ
牛
の
蹄
の
跡
に
で
き
た
水
溜
り
（
『
淮
南
子
』
氾
論
訓
）
に
居
場
所
を
限
定
さ
れ
、
加
え
て

彭
祖
の
如
き
永
遠
の
命
も
与
え
ら
れ
て
い
な
い
身
と
し
て
は
、
和
や
か
な
風
に
乗
っ
て
天
空
を
疾
走
し
、
駿
馬
に
乗
っ
て
広
大
な
世
界
を

は
る
ば
る
と
眺
め
渡
す
す
べ
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
日
月
星
辰
を
は
る
か
に
眺
め
や
り
、
思
い
を
世
界
の
果
て
に
飛
ば
す
の
み
で
あ
る
。 

 

今
、
長
々
と
通
釈
を
示
し
た
の
は
、
こ
こ
に
、
魚
豢
の
肉
声
を
聴
き
取
る
思
い
が
す
る
か
ら
だ
。
多
様
な
異
国
の
風
土
に
つ
い
て
書
き

記
し
た
後
、
彼
の
心
中
に
去
来
し
た
の
は
、
今
こ
こ
で
は
な
い
遠
い
世
界
へ
の
あ
こ
が
れ
で
あ
る
。
彼
は
、
自
身
の
境
遇
に
言
い
知
れ
ぬ

閉
塞
感
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
自
身
が
生
き
ざ
る
を
得
な
い
こ
の
狭
い
世
の
中
を
、
遠
く
離
れ
た
広
大
な
世
界
か
ら
鳥
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瞰
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
取
れ
る
の
だ
。
こ
の
俯
瞰
の
視
点
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
忌
憚
な
く
貴
族
社
会
の
腐
敗
ぶ
り
を
克
明
に
書
き

記
し
、
ま
た
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
人
々
の
尊
い
生
の
軌
跡
に
も
目
を
留
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
、
そ
う
私
に
は
思
わ
れ
る
。
『
魏
略
』

と
い
う
歴
史
書
は
、
魏
王
朝
の
内
実
を
細
密
に
伝
え
る
記
録
と
し
て
、
意
外
に
高
い
信
憑
性
を
持
つ
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
魚
豢
と
い
う
ひ
と
り
の
無
名
の
知
識
人
の
、
生
き
た
証
し
と
言
え
る
著
作
物
で
あ
っ
た
。 

 

注 （
一
）
民
国
の
張
鳳
一
『
魏
略
輯
本
』
（
陝
西
文
献
徴
輯
処
、
采
華
書
林
、
一
九
七
二
年
）
は
、
裴
注
に
引
く
と
こ
ろ
を
中
核
と
し
て
資
料

収
集
を
図
っ
て
い
る
。 

（
二
）
津
田
資
久
「
『
魏
略
』
の
基
礎
的
研
究
」（
『
史
朋
（
北
海
道
大
学
文
学
部
東
洋
史
談
話
会
）
』
三
十
一
号
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。 

（
三
）
津
田
前
掲
論
文
に
、
魚
豢
『
典
略
』
と
の
関
係
性
を
論
ず
る
中
で
、
姚
振
宗
『
三
国
藝
文
志
』
の
「
典
略
」
の
項
を
援
用
し
つ
つ

指
摘
す
る
。 

（
四
）
張
鳳
一
の
前
掲
書
に
は
、
諸
々
の
史
料
を
綴
り
合
せ
た
「
補
三
国
魏
志
魚
豢
伝
」
が
見
え
て
い
る
。 

（
五
）
川
合
安
「
九
品
官
人
法
の
制
定
と
貴
族
制
の
形
成
」
（
『
三
国
志
研
究
』
第
四
号
、
二
〇
〇
九
年
）
の
注
（
一
一
）
に
、
『
魏
略
』
に

「
著
姓
」
と
「
単
家
」
と
の
対
立
に
関
す
る
記
載
が
多
い
の
は
、
撰
者
魚
豢
の
思
想
あ
る
い
は
関
心
の
あ
り
方
に
よ
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
の
指
摘
が
見
え
る
。 

（
六
）
津
田
前
掲
論
文
に
夙
に
指
摘
す
る
と
お
り
、
こ
の
時
の
編
纂
物
は
、
西
晋
の
摯
虞
注
『
三
輔
決
録
』
（
『
太
平
御
覧
』
巻
七
四
七
）

に
よ
る
と
、
『
散
騎
書
』
あ
る
い
は
『
大
魏
書
』
と
も
称
さ
れ
る
、
全
五
十
篇
の
書
物
と
し
て
結
実
し
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
王

朝
史
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
は
知
る
由
も
な
い
。『
隋
書
』
経
籍
志
に
す
ら
す
で
に
そ
の
名
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
実
か
ら
す
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れ
ば
、
時
の
研
磨
に
は
耐
え
得
な
い
代
物
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（
七
）
劉
知
幾
『
史
通
』
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
西
脇
常
記
訳
注
『
史
通
内
篇
』
（
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
の
「
原
序
」

を
参
照
。 

（
八
）
津
田
前
掲
論
文
に
、『
魏
略
』
が
基
づ
い
た
史
料
は
、
韋
誕
が
編
纂
に
従
事
し
た
第
二
期
の
国
史
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
結
論

付
け
ら
れ
て
い
る
。 

（
九
）
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
に
よ
る
と
、
斉
・
魯
・
韓
の
三
家
詩
も
『
毛
詩
』
と
同
方
向
の
解
釈
を
取
っ
て
い
る
。
な
お
、
魚
豢

が
師
事
し
た
隗
禧
は
、
四
家
の
詩
説
い
ず
れ
を
も
諳
ん
じ
て
い
た
と
い
う
（
『
三
国
志
』
王
朗
伝
裴
注
に
引
く
『
魏
略
』
）
。 

（
一
〇
） 

六
朝
知
識
人
の
理
想
像
と
な
っ
た
「
通
人
」
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
六
朝
士
大
夫
の
精
神
生
活
」
（
『
六
朝
精
神
史
研
究
』

一
九
八
四
年
、
同
朋
舎
。
初
出
は
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
５
』
一
九
七
〇
年
、
岩
波
書
店
）
を
参
照
。 

（
一
一
）『
文
心
雕
龍
』
史
伝
篇
に
、「
陽
秋
魏
略
之
属
、
江
表
呉
録
之
類
、
或
激
抗
難
徴
、
或
疎
闊
寡
要
（
『
（
晋
）
陽
秋
』『
魏
略
』
の
属
、

『
江
表
（
伝
）
』
『
呉
録
』
の
類
は
、
或
い
は
激
抗
し
て
徴
し
難
く
、
或
い
は
疎
闊
に
し
て
要
寡
な
し
）
」
と
あ
る
。 

（
一
二
）
『
三
国
志
』
本
文
及
び
裴
松
之
注
の
中
で
、
「
単
家
」
と
い
う
語
句
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
六
箇
所
、
す
べ
て
裴
注
所
引
『
魏

略
』
で
あ
っ
て
、
「
儒
宗
伝
」
の
薛
夏
・
隗
禧
（
本
文
既
出
）
、
合
伝
で
あ
っ
た
ら
し
い
徐
福
（
巻
三
十
五
・
諸
葛
亮
伝
）
・
張
既
（
本

文
既
出
）
・
厳
幹
・
李
義
（
裴
潜
伝
）
、
及
び
呉
質
（
王
粲
伝
）
の
七
人
に
つ
い
て
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
『
魏
略
』
で
は
、
「
単
貧
」

で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
る
常
林
（
本
文
既
出
）
も
こ
れ
に
加
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
、
張
既
と
常
林
は
『
三
国
志
』
に
本
伝
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
は
特
に
こ
の
こ
と
へ
の
言
及
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
魚
豢
独
特
の
着
眼
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

（
一
三
）
銭
大
昕
が
徐
庶
と
比
定
す
る
の
を
、
津
田
前
掲
論
文
附
表
（
一
）
「
『
魏
略
』
想
定
篇
目
一
覧
」
に
従
っ
て
改
め
る
。
徐
庶
（
徐

福
）
は
、
本
文
の
ヲ
に
示
し
た
合
伝
に
見
え
て
い
る
。 
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（
一
四
）
董
尋
の
記
事
は
、
『
北
堂
書
鈔
』
巻
六
十
八
、
『
太
平
御
覧
』
巻
二
四
九
に
は
『
魏
志
』
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
が
、
『
三
国
志
』

本
文
に
こ
の
人
物
の
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
。 

（
一
五
）
柳
川
順
子
『
漢
代
五
言
詩
歌
史
の
研
究
』（
創
文
社
、
二
〇
一
三
年
）
第
六
章
第
一
節
を
参
照
さ
れ
た
い
。
渡
邉
義
浩
氏
を
は
じ

め
と
す
る
先
学
の
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
後
漢
知
識
人
層
の
文
化
資
本
に
論
及
し
て
い
る
。 

この原稿は、『狩野直禎先生米寿記念三国志論

集』（汲古書院、 2016 年 9 月）に寄稿したもの

です。公刊されたものとは字句に若干の違いが

あるかもしれません。  

なお、明らかな誤字を改めました。赤字で記して

いる 2 箇所です。  

［論著等とその概要］の［学術論文］の№ 41 に

挙げたものです。  

 


